
質問　　　 チャット GPT など生成 AI が急速に進
化している。自治体業務改善に積極的に導入を
進め、職員の働き方改革、市民サービスの向上
につなげてほしい。

　　　　昨年、職員向けガイドラインを作成し、
生成 AI による業務改善の実証実験を行った。
　その結果をもとに運用方法や費用対効果の
検討をすすめていく。

答弁

質問　　　 全国の自治体で
640名の退職自衛官が
防災監、危機管理監と
して採用されている。
　防災力向上のために
西東京市も採用を検討
すべきだ。市の見解は。

　　　　市の危機管理部局には警視庁や東京
消防庁からも派遣を受け入れている。導入先
進市を参考に調査研究を進める。

答弁

・・・・・・・・・・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ・・・・・・・・・・・−6月議会での主な質問 4項目−
防災監採用で防災力の向上を！ 景気回復はこれからが重要！

引き続き経済対策を進めよ
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市政改革、新たな挑戦！市政改革、新たな挑戦！

西東京市　〈令和6年度〉     一 般 会 計 補正 予 算（第2・3号）

歳入・歳出　総額 825億422万1,000円
　（小児インフルエンザワクチン、高齢者肺炎球菌予防接種、定額減税補足給付金 など）

定額減税調整給付金コールセンター ☎042-497-6451

　4月23、24日に議会運営委員会行政視察を行いました。23 日滋賀県
長浜市では、3つの分科会での議案・予算審査、市長などの反問権の説明
を受けました。
　24日三重県亀山市では、同じく分科会での審査、反問権、政策検討部会、
地元ケーブルテレビでの議会番組放送などを学びました。
　議会運営委員会では、令和7年度からの予算特別委員会インターネット
中継開始にむけ、限られた時間内でいかに充実した審議を行うかを議論
し、試行実施を重ねています。

＜議会運営委員会視察報告＞
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　生活の身の回りのお困りごと、道路やカ
ーブミラー、植栽の管理、冠水、市役所窓口
に関することなど、何でもご相談ください！
東京都や国のことでもお気軽に！
　　TEL：090－6945－2650（山田）
　Mail：tad2720@gmail.com

　6月8日、2人目の娘が生まれました。
長女も1歳8か月となり、健やかで元気に
育ってほしいと願っています。
　「子どもがど真ん中」、池澤市長と連携し、
子育てNO1のまち西東京市を目指します！

質問　　　 駅前の指定喫煙所が撤去され、代わりに
コンテナ型喫煙所の導入を検討していると説明
があった。路上喫煙やポイ捨て防止のルールを
策定し、まちの美観と市民の健康を守るべきだ。

　　　　 市ではたばこを吸う人、吸わない人、
双方に配慮した取組みとしてコンテナ型喫煙所
の整備に向け研究を進めている。
　ポイ捨て防止キャンペーンなどを通じ、清掃
活動やマナー向上の啓発活動を行い、路上喫煙
防止やまちの美化に取り組んでいく。

路上喫煙、
「ポイ捨て防止のルール策定」を！

生活と 政治をつなぐ

答弁

質問　　　シルバー人材センターに委託している
通学路の見守り事業を見直していくとのこと
だが、具体的に地域とどのように連携してい
くのか。方向性と今年度の取組みは。

　　　　交通擁護事業は、シルバー人材セン
ターから、担い手の不足など意見があり見直
しを進めている。
　地域ボランティアや保護者と連携し、持続
可能な仕組みの検討を行い、令和7年度から
実施していく。

通学路の見守りを盤石に！
「地域で見守る体制づくり」を

答弁

山田忠良日々の活動の様子日々の活動の様子

お困りごと、何でもご相談ください！

自民党支部の集いで
「試し割り」を披露

ひとこと ラ ムコ

福田かおる支部長ミニ集会で司会進行拉致被害者奪還街頭演説
　　　（田無駅北口にて）

ポイ捨て禁止運動
（ライオンズクラブ奉仕活動）

～娘が生まれました！～

忠良が

　斬る！！
忠良が

　斬る！！

自民党提出の政治資金に関する意見書を可決

　自民党が引き起こした裏金疑惑は、温厚な日本国民を激怒させ、自民党そして政治
そのものに対する信頼は一気に消滅したと言わざるを得ない。
　自民党は、国民の怒りを真摯に受け止め、政治資金に係る大改革を行い、国民の信
頼を回復すべく努めるべきである。
　政治資金に係る改革は、今後もたゆまぬ努力を続け国民に分かりやすく、そして透明
な制度構築を行うべきである。
　国におかれては、政治資金規正法の本旨に立ち返り、政治活動の自由との調和にも
配慮しつつ政治資金パーティーに係る収支の透明性を確保するため、政治資金や政策
活動費の取扱いについて、基準の明確化、収支報告書等への記載・公表の徹底その他
必要な見直しを行い、今回のような事態の再発防止と政治に対する国民の信頼回復に
誠心誠意取り組むよう、強く求める。

～政治の信頼を取り戻すことを求める意見書～


